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質問 回答n % n %
不安を解消する（和らげる）手段はあるか ある ない97 42.5 131 57.5

















順位 項目 n 順位 項目 n
１ 好きなことをする 115 １ 大学の友人に相談する 104 ↑
２ 寝る 110 ２ 好きなことをする 101 ↓
３ 音楽を聴く 100 ３ 高校の友人に相談する 93 ↑４ 高校の友人に相談する 98 寝る ↓
５ 大学の友人に相談する 95 ５ 音楽を聴く 69 ↓
６ 友人と遊ぶ 81 ６ 母親に相談する 59 ↑
７ 外出する 60 ７ ゲームをする 58 ↑歌を歌う ８ 外出する 50 ↓






はい いいえ 　 はい いいえ
音楽を聴く 50.5 49.5 　 39.9 60.1 0.043 *
買い物をする 25.3 74.7 　 15.7 84.3 0.029 *



















順位 項目 n 順位 項目 n
1 好きなことをする 82 1 高校の友人に相談する 25
2 大学の友人に相談する 81 2 大学の友人に相談する 23
3 寝る 78 3 好きなことをする 19
4 高校の友人に相談する 68 4 母親に相談する 185 音楽を聴く 61 音楽を聴く
6 友人と遊ぶ 56 6 寝る 15
7 ゲームをする 54 7 友人と遊ぶ 13
8 外出する 44 8 兄弟・姉妹に相談する 12
9 母親に相談する 41 9 買い物をする 10






はい いいえ 　 はい いいえ
寝る 52.3 47.7 　 30.6 69.4 0.008 **
ゲームをする 36.2 63.8 　 8.2 91.8 0.000 ***
外出する 29.5 70.5 　 12.2 87.8 0.014 *








































１回目調査 ２回目調査 ３回目調査 ４回目調査 最終調査
n % 順位 n % 順位 n % 順位 n % 順位 n % 順位
① 大学不適応深刻型 14 6.1 4 24 12.1 2 24 11.4 2 28 13.4 1 26 13.1 1
② 学業不適応型 8 3.5 6 7 3.5 5 7 3.3 5 5 2.4 6 4 2.0 5
③ 大学生活不適応型 3 1.3 7 4 2.0 7 4 1.9 7 6 2.9 5 3 1.5 7
④ 大学拒否型 20 8.8 3 16 8.1 3 17 8.1 3 24 11.5 3 22 11.1 3
⑤ 過剰不安型 41 18.0 1 32 16.2 1 32 15.2 1 28 13.4 1 26 13.1 1
⑥ 日常生活不安型 14 6.1 4 7 3.5 5 7 3.3 5 5 2.4 6 4 2.0 5
⑦ 評価不安型 22 9.7 2 16 8.1 3 16 7.6 4 10 4.8 4 15 7.6 4
⑧ 大学不適応境界型 0 0.0 8 0 0.0 8 0 0.0 8 0 0.0 8 0 0.0 8














F値１回目調査 ２回目調査 ３回目調査 ４回目調査 最終調査
(n=228) (n=198) (n=210) (n=209) (n=198)
合計得点 11.24 (7.01) 10.97 (8.10) 10.76 (7.12) 9.91 (8.31) 9.3 (8.27) 2.22 n.s.
日常生活不安（D得点） 5.41 (3.67) 4.91 (3.91) 4.67 (3.43) 4.57 (4.03) 4.20 (4.00) 2.96 **
評価不安（E得点） 5.12 (3.31) 5.15 (3.70) 5.06 (3.46) 4.35 (3.73) 4.05 (3.73) 4.11 *























48.2 51.8 30.8 69.2 0.000 *** ↓




38.2 61.8 25.8 74.2 0.009 ** ↓
将来、自分の希望先に就職できるかど




47.8 52.2 33.3 66.7 0.003 ** ↓
先生が近くにいると気になって仕方が
ありません 15.8 84.2 25.8 74.2 0.015 * ↑
１カ月の生活費が足りるかどうか、心





52.6 47.4 28.3 71.7 0.000 *** ↓
必修科目の成績が「F（不可）」だったら
どうしようと心配になることがあります 63.6 36.4 44.9 55.1 0.000 *** ↓
成績のことが気になって仕方ありません 53.1 46.9 36.9 63.1 0.002 ** ↓
テストを受けるとき、悪い点をとって
しまうのではないかと心配になります 61.0 39.0 40.9 59.1 0.000 *** ↓
申請した授業の単位がきちんともらえ
るかどうかが心配です 57.0 43.0 46.5 53.5 0.037 * ↓
卒業論文がうまく書けるかどうか、不
安です 67.5 32.5 53.5 46.5 0.004 ** ↓
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